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被表彰病院（６病院）の概要

被 表 彰 病 院 名 等 地 域 医 療 へ の 貢 献 等

・救急医療では、救命救急センターとして県北の三次救急を担っており、コ

大崎市民病院 ロナ禍においても、地域で連携・役割分担を行いながら救急体制の維持
おおさき し みんびよういん

宮城県大崎市 ・応需に努めている。

一般 494床 ・地域医療支援病院、地域周産期母子医療センターとして、地域における

感染症 6床 連携体制の構築に努め、特に小児医療においては、「こどもサポート医

計 500床 制度」を導入し、かかりつけ医との連携強化に取り組んでいる。

・新型コロナ対応では、圏域の基幹病院として、コロナ病床の増床や医療

圏の枠を超えた入院患者の受入、コロナに感染した患者の分娩、ワクチ

ン接種など感染症対策に積極的に対応している。

・救急医療では、地域に密着した急性期中核病院として、「断らない医療」

新小山市民病院 を掲げ、24時間365日、積極的に救急患者を受け入れている。
しん お やま し みんびよういん

地方独立行政法人 ・地域医療支援病院として、紹介率・逆紹介率の向上に努めている。

新小山市民病院 また、症例検討会やカンファレンスの開催を通じて、地域全体でのネット

一般 300床 ワーク形成に取り組んでいる。

計 300床 ・新型コロナ対応では、重点医療機関として、陽性患者の受入れ、ワクチ

ン接種、院外への職員派遣等に対応し、地域の関係機関と連携しなが

ら、地域全体の感染症対策に努めている。

・救急医療では、県西二次保健医療圏において、唯一の救命救急センタ

ーとして三次救急を担っている。また、医師会と連携し、24時間体制で

小田原市立病院 新生児・小児救急に対応している。
お だ わら し りつびよういん

神奈川県小田原市 ・地域医療支援病院として、研修会の開催や医療機器の共同利用、各行

一般 417床 政機関とのカンファレンスの実施等、地域において様々な分野での連携

計 417床 を図っている。

・新型コロナ対応では、高度医療機関として、コロナ専用病棟を設置し、疑

似症から重症者までシームレスに入院治療を行うとともに、24時間体制

で診断・検査に対応している。

・救急医療では、長野県北部地域の救急医療の拠点として、救急車を原

長野市民病院 則断らずに受け入れるとともに、中山間地域からのドクターヘリ搬送患
なが の し みんびよういん

地方独立行政法人 者についても積極的に受け入れている。

長野市民病院 ・地域医療支援病院、地域医療人材拠点病院として県の指定を受け、

一般 400床 地域の医療機関と連携しながら、紹介・逆紹介の推進や医師が不足して

計 400床 いる近隣病院への医師派遣等に取り組んでいる。

・新型コロナ対応では、重点医療機関として、積極的に患者を受け入れ、

24時間365日、発熱患者等の診療・検査等に対応している。
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・救急医療では、地域周産期母子医療センター、地域小児医療センターと

して、圏域を越えて母体・新生児の救急搬送に対応している。また、カル

加古川中央市民病院 テ遠隔閲覧システムを活用した診療やドクターカーの運行、ドクターヘリ
か こ がわちゆうおう し みんびよういん

地方独立行政法人 の受入れ等、機動的な救急体制の構築に努めている。

加古川市民病院機構 ・地域医療支援病院として、紹介・逆紹介の推進、在宅療養や退院後の療

一般 600床 養に向けた体制の整備等、地域の医療連携体制の一層の推進に努めて

計 600床 いる。

・新型コロナ対応では、重点医療機関として、入院患者の積極的な受入れ

や発熱患者の外来、保健所からの検査要請等に対応している。

・救急医療では、病院群輪番病院として、日野郡とその周辺地域における

一次・二次救急を担っている。

日野病院 ・へき地医療拠点病院として、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ等の在
ひ の びよういん

鳥取県日野病院組合 宅医療を提供している。また、近隣の老健施設を訪問し、入所者の診

一般 99床 察、入院相談等を実施している。

計 99床 ・新型コロナ対応では、自治体からの要請を受け、感染拡大初期から病床

確保し、入院の受入れを行うとともに、発熱患者の診察やPCR検査等に

24時間対応している。




